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筑波大学 履修証明プログラム
「大学マネジメント人材養成」のご案内

　大学経営をめぐる諸環境の変化、とりわけ18歳人口の減少や教育研究のグローバル化、知識基盤社
会の到来などにより、ガバナンスやマネジメントの強化を通じた大学改革の進展が強く求められてお
ります。そのためには、組織・制度面での改革に加えて、大学改革を担う人材の養成が不可欠です。
とりわけ、高度化する大学マネジメントをになう役員・職員と、質の高い高等教育政策の企画立案を
担うスタッフへの期待がますます大きくなっております。
　このような要請に応えるため、筑波大学大学研究センターでは、文部科学省「社会人の学び直しニ
ーズ対応教育推進プログラム」に採択されたことを受けて、平成21年度より履修証明プログラム

　　　大学マネジメント人材養成

を開設しました。本年3月までに、106名の修了者に対して筑波大学長名の履修証明が授与されており
ます。

　この度、平成30年度秋季募集を行いますので、ご案内いたします。いずれのプログラムも平日の夜
間、土曜日、夏休み期間中などに開講されます。これからの大学マネジメントおよび高等教育政策の
企画立案を担う人材に必要とされる、体系的・実践的な知識やスキルなどを身につけたいと考えてお
られる方々のご参加をお待ちしております。

筑波大学大学研究センター長
清　水　　諭

　履修証明制度とは、大学が、特別に編成する課程を修了した者に対し
て修了の事実を証する証明書を授与する制度です。社会人からの多様な
ニーズに応じた体系的な教育および学習機会の提供を促進するための制
度であり、平成19年度の学校教育法改正により新たに創設されました。
　このプログラムでは、必修を含む120時間以上を履修し修了認定委員
会による認定を受けた者に対して、筑波大学長名の履修証明書が授与さ
れます。





平成30年6月30日

平成30年度 
筑波大学 履修証明プログラム 

大学マネジメント人材養成

１　プログラムの概要

　プログラムは、大学マネジメントおよび高等教育政策の企画立案と実施を担う人材に必要とされ
る体系的・実践的な知識やスキルを提供するための、4つのモジュールから構成されています。

　　　①大学マネジメントセミナー
大学マネジメントを取り巻く先端的な動向や優れた実践事例（グッド・プラクティス）
などについて、当事者から直接に学ぶ。

　　　②大学マネジメント講義
理論に基づいた実践的な知識やスキルについて、幅広く体系的に学ぶ。

　　　③大学マネジメントフィールド調査
先端的なマネジメントを通じて実績をあげている大学等を訪問し、インテンシブなフィ
ールド調査を行う。

　　　④大学マネジメント研究
グループワークを通じて、第一に、現在担当している職務（あるいは勤務する組織）が
直面している問題状況について理解を深め、具体的なデータ収集などを通じて客観的レ
ポートの作成を行う。このレポートを踏まえ、第二に、問題状況の解決に向けて、関連
領域の専門家等からのアドバイスを得て、具体的なプロジェクトを構想し提案書を作成
する。



２　カリキュラム
　このプログラムを構成する4つのモジュールの詳細は、以下の通りです。

①大学マネジメントセミナー
　大学マネジメントを取り巻く先端的な動向や優れた実践事例（グッド・プラクティス）を学ぶモ
ジュールです。実績を上げている大学の経営責任者(学長や理事など)、意欲的な取り組みを重ねて
いる現場の担当者、関連領域の専門家(実務家や研究者)、政策担当者などを講師として招き、同時
代的に開発されつつある現場の知識や技術について総合的な理解を得ることを目的としています。
　開講時期、時間および形態は、次のとおりです。平成29年度に開講したマネジメントセミナーの
概要については、別紙1をご覧ください。

秋　季 11月中旬-12月上旬
翌3月

10時間 講演　平日 18:30-20:30  　1回2時間（計5回）
春　季 翌7月

10時間 講演　平日 18:30-20:30  　1回2時間（計5回）

②大学マネジメント講義
　大学のマネジメントを担うにあたり必要とされる、体系的・実践的な知識とスキルを幅広く段階
的に学ぶモジュールです。 75分講義5回を基本単位とする講義科目を25科目開講します。講義科目
は以下の6系統からなり、いずれも、実践に即した演習を積極的に取り込んだ双方向型のものとな
ります（詳細は別紙2）。系統1では、大学マネジメントを取り巻く最新動向について学びます。系
統2及び系統3では、大学マネジメントの専門家に対して必要とされる科学理論と方法論について学
びます。系統4と系統5では、具体的なケースをとりあげ、実践的な知識とスキルを習得します。系
統6では、生涯にわたる継続学習の基盤となる理論的考察を深めます。講義は、下記の集中開講期
間を中心に開講します。
　　　系統1 大学改革論 6科目
　　　系統2 大学マネジメント基礎論 3科目
　　　系統3 IRのための方法論 6科目
　　　系統4 経営改善とリーダーシップ 6科目
　　　系統5 人材育成と大学業務設計 3科目
　　　系統6 大学マネジメント輪講 1科目

夏期
8/4～8/11の火, 木, 土曜日
8/21～8/30の火, 木, 土曜日

9/3(月)　夜間
9科目

春期及び秋期の平日は夜間の開講
（19:00～21:00）となります。　　　　　　　　　
土曜および夏期は1日あたり75分授業を
5-6コマ開講します（9/3のみ夜間開講）

秋期
10/1～11/19の月, 水曜日
9月, 11-12月の土曜日

10科目

春期及び秋期の平日は夜間の開講
（19:00～21:00）となります。　　　　　　　　　
土曜および夏期は1日あたり75分授業を
5-6コマ開講します（9/3のみ夜間開講）

春期
翌5月中旬～6月
7月の土曜日

6科目

春期及び秋期の平日は夜間の開講
（19:00～21:00）となります。　　　　　　　　　
土曜および夏期は1日あたり75分授業を
5-6コマ開講します（9/3のみ夜間開講）



③大学マネジメントフィールド調査
　先端的なマネジメントを通じて実績をあげている大学等を訪問し、インテンシブなフィールド調
査を行うモジュールです。IR（インスティチューショナルリサーチ, 組織研究）の演習であると同
時に、データに基づいた比較（ベンチマーキング）を行うことにより自大学についてより深く知る
ことを目的としています（年1回　合計4時間）。平成29年度に開講したフィールド調査の概要につ
いては、別紙3をご覧ください。

④大学マネジメント研究（必修）
　大学マネジメント研究Ⅰおよび大学マネジメント研究Ⅱという2ユニットから構成される必修モ
ジュールです。大学マネジメント研究Ⅰでは、大学マネジメントセミナーおよび大学マネジメント
講義で学んだ内容を生かして、まず自大学（自組織）の現状と課題について客観的なデータに基づ
く理解を深めた上で、解決すべき具体的な問題を設定します。研究成果については、レポートをま
とめるとともに成果発表会を行います。大学マネジメント研究Ⅱでは、設定された問題の解決に向
けて、実効性の期待できるプロジェクトの構想を行います。研究成果については、提案書をまとめ
るとともに成果発表会を行います。
　このモジュールでは、グループワークの中でのディスカッションや、関連領域の専門家などによ
る助言などを通じて、研究を進めていきます。秋季（大学マネジメント研究Ⅰ）は11～12月の土曜
日、春季（大学マネジメント研究Ⅱ）は翌7月の土曜日を中心にグループワークを開講します。詳
細な日程は、後日お知らせします。
　成果発表会について、秋季は翌2月23日（土）午後、春季は翌8月に行います。この成果発表会
は、プレゼンテーション・スキルを習得するための実践の場としても位置づけられています。

3　修了要件
　修了のための要件は、以下に示す通りです。　　
(1) 連続する3年以内に合計120時間以上を履修し、修了認定委員会による認定を受けること。
(2) 大学マネジメント研究Ⅰおよび大学マネジメント研究Ⅱの履修認定を受けること。
(3) 大学マネジメント講義の履修について、一定の要件を満たすこと。

4　在籍期間
　最長在籍年数は、連続する3年間です。

5　募集対象および募集時期
　　現職の大学教職員、高等教育政策担当者およびその希望者で、20名程度。
　　募集は年2回、春季および秋季に行います。



6　開催場所
　　筑波大学東京キャンパス文京校舎
　　　東京都文京区大塚3-29-1（東京メトロ茗荷谷駅　徒歩3分）

7　問い合わせ先
　　筑波大学大学研究センター事務室
　　　　Tel. 03-3942-6304　Fax. 03-3942-6310
　　　　e-mail: rcus-ump@un.tsukuba.ac.jp

　　大学研究センターのHPに随時最新情報が掲載されます。
　　　　http://www.rcus.tsukuba.ac.jp/index.html

　

開講日程及び教室等について、変更になる場合があります。



平成29-30年度　大学マネジメントセミナーの記録

　テーマ；大学のトップマネジメント　平成29年7月5日(水)　18時30分～20時30分
演題　トップの決断を支えるマネジメント組織
講師　塚本桓世氏　東京理科大学 名誉教授・元理事長　

　大学経営を取り巻く環境はいっそう厳しさを増しており、経営トップの決断が大学の将来を大きく左右す
る時代を迎えました。不確実性が残されるなかで、時として相容れることのない多くのステークホルダーと
の対話を重ね、最善を尽くした検討の末にギリギリの決断を下し、そして最終責任者として事業を成功に導
くことが経営トップに求められます。
　この困難なプロセスのなかで、学校法人の理事長は、周囲からはうかがい知れない大きなスケールのも
と、ビジョン構想、情報収集と折衝、そして徹底的な検討の後に、覚悟を決めて決断を下すことになりま
す。このプロセスの深層を理解した、トップの決断を真に支えることのできるマネジメント組織が求められ
ているのではないか。
＜講師ご紹介＞
　塚本桓世氏は、2002年より10年間にわたり理事長として東京理科大学の改革を進めてこられました。こ
の間、教育研究組織の改編や新設、神楽坂キャンパスの再開発、そして葛飾新キャンパスの開設など、多く
の重要な決断を下されました。また2007年からは山口東京理科大学の学長も兼任され公立大学法人への転
換という大事業を成功に導くなど、学校法人東京理科大学の発展に多大なる貢献をなさってこられました。

　テーマ；大学と地域　平成29年11月20日(月)　18時30分～20時30分
演題　地方創生を牽引する大学
講師　柏木正博氏　大正大学専務理事　

　人口急減・超高齢化という我が国が直面する大きな課題に向き合い、自律的で持続的な社会を創生するこ
とを目指した取り組みが、全国各地で進められています。大学に対しても、そこで主導的役割を果たすこと
が期待されています。地方が抱える様々な問題を解決するとともに、これからの地方を担う人材を育成する
ことを目的として平成28年、大正大学に地域創生学部が設置されました。主催する自治体コンソーシアムを
核とする広域地域自治体連携事業、附設された地域構想研究所による地域活性化のための情報誌の刊行、日
本版DMOセミナーの開催など、大正大学では組織を挙げた多様な意欲的取り組みが展開されています。先
行事例における試行錯誤について理解を深め議論を重ねることを通じて、大学が主導する地方創生の可能性
を探ります。
＜講師ご紹介＞
　1974年、大正大学文学部を卒業後、同大事務局に入局。教務部長、事業推進部長、事務局長等を歴任
し、2015年3月より現職。事務局長在任時より同大の地域連携活動を推進し、地域構想研究所の設立を主
導。同研究所が発行する総合情報誌『地域人』では発行・編集人／総合プロデューサーを務める。

　テーマ；大学の人事戦略　平成29年11月29日(水)　18時30分～20時30分
演題　大学のあるべき姿を目指す中・長期人事戦略
講師　白川博一氏　國學院大學事務局長　

　社会からの期待に応えるとともに大学が組織として発展・充実していくため、中期目標・中期計画が策定
されます。また、厳しい財政状況と競争的環境のなかで、大学のあるべき姿の実現に向けた経営戦略を統括
することが、トップマネジメントの仕事です。
　そこでは、中期計画を実現するための戦術の立案や、ガバナンスに基づいたスピード感のある意思決定と
行動が随時求められます。この課題を実現するため、中期計画を遂行する人材の確保と育成を含めた人事戦
略に取り組むことが必要です。その実践に向けた取り組みについて、國學院大學での具体事例を交えながら
論じます。
＜講師ご紹介＞
　1982年、國學院大学経済学部を卒業後、同年國學院大学事務局に入局。教務課長、総務課長、総務部長
等を歴任し、2013年4月より現職。桜美林大学大学院国際学研究科大学アドミニストレーション専攻を修了
（2004年）。大学行政管理学会理事、金曜会（一般財団法人日本私立大学連盟）幹事などを歴任。

別紙1



テーマ；大学のトップマネジメント　平成30年4月16日(月)　18時30分～20時30分
演題　大学改革の指針　-独立行政法人評価の経験に学ぶ-
講師 樫谷　隆夫氏 樫谷公認会計士事務所 所長

株式会社エフ・ピーブレイン　代表取締役
総務省独立行政法人評価制度委員会　委員長代理　ほか

講師 小松親次郎氏 文部科学省 文部科学審議官　
　厳しい経営環境のなかで、国公立大学はもちろん私立大学においても、我が国及び国民が直面している課
題に応えるという重大な責務を果たすため、さまざまな公的支援を受けて高い公共性を有する活動が展開さ
れています。その成果を最大化することに加えて、いかにして可視化しそして社会に対して説得的な説明を
展開していくか。トップマネジメントの課題として、このことが今後ますます求められるようになります。
　今回のセミナーでは2名の講師にご登壇いただき、先行事例として独立行政法人をとりあげ、大学との類
似点および相違を確認した上で、トップマネジメントが取り組むべき大学改革の指針について、独立行政法
人評価の最新動向を参照しながら議論を深めていきます。
＜講師ご紹介＞
　樫谷隆夫氏　　公認会計士として多くの優良な企業に対して経営全般に関しての支援を実施。企業再生に
も力を注ぎ、特に中堅企業に対して経営改革、財務改革等の構造改革に取り組みながら将来の夢をもって新
生できる力の構築を支援。また、政府審議会、委員会等、国の機関に関する行政改革、規制緩和の委員長、
委員等を長らく務め、企業だけではなく、公的機関等に対しても様々な改革を提案、実行中。
　小松親次郎氏　　昭和56年文部省（現文部科学省）入省。官房審議官（高等教育局担当）、高等教育局私
学部長、研究振興局長、初等中等教育局長などを歴任し、平成28年より現職。

テーマ； 大学改革とガバナンス　平成30年7月2日(月)　18時30分～20時30分
演題　マネジメントの向上のために―大学職員に期待される役割―
講師　村田善則氏　文部科学省 高等教育局私学部長　

　「SOCIETY５．０」「グローバル化」などに象徴されるような今後の経済社会の急速な変化の中で、
「知の拠点」である大学には、質の高い人材養成と高度な研究の展開が期待されます。一方で１８歳人口や
地方の人口の急激な減少などが、大学経営に大きなマイナスの影響を与えることは避けられません。このよ
うな厳しい状況の下で、教育研究の質を向上させるためには、大学を支える適切なガバナンスの確保と経営
力の向上が不可欠です。
　今後の教学面を含む大学のガバナンスの在り方と、経営力の強化を考えるとともに、改革を支える大学職
員の果たすべき役割の重要性について、私立大学を中心に制度と運用から考察します。
＜講師ご紹介＞
　1985年文部省入省、高等教育局大学企画調整室長、同学生支援課長、同私学行政課長、同医学教育課
長、科学技術・学術政策局科学技術・学術総括官(兼)政策課長などを経て、2016年6月より現職。

テーマ；大学と共生社会　平成30年7月11日(水)　18時30分～20時30分
演題　共生社会を先導する大学
講師　五十嵐浩也氏　筑波大学 大学執行役員・芸術系教授

ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター長　
　筑波大学ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター（DACセンター）ではダイバーシティの
推進、障害のある学生に対する修学支援及び学生のキャリア形成支援の機能を有機的に連携させることによ
り、学生の自立推進と意思決定能力を成熟させるとともに障害者支援における合理的配慮の提供と全学構成
員のダイバーシティの意識向上を進めています。そこでの多様な先駆的取り組みと成果について、具体事例
を交えながら紹介するとともに、大学が主導する共生社会の近未来について展望します。
＜講師ご紹介＞
　GKインダストリアルデザイン研究所、富士ゼロックス株式会社総合研究所（XEROX Palo Alto 研究
所）、筑波技術短期大学助教授を経て、2015年10月より現職。



大学マネジメント講義　平成30年度開講予定科目

系統1. 大学改革論
 1-1. 大学とは何か 德永　保(筑波大学教授)
 1-2. 日本の高等教育政策と大学  德永　保(筑波大学教授)
 1-3. 近未来の大学  德永　保(筑波大学教授)
 1-4. 大学連携の展開  稲永由紀(筑波大学講師)
 1-5. 諸外国の大学改革（欧米と東アジア） 田中正弘(筑波大学准教授) 
  南部広孝(京都大学教授)
 1-6. 産学連携論  内田史彦(筑波大学教授)

系統2. 大学マネジメント基礎論
 2-1. 大学職員のための会計基礎論  中村亮介(筑波大学准教授) 
 2-2. 大学職員のための法人ガバナンス論  調整中 
 2-3. NPO論からみた大学マネジメント  加藤　毅(筑波大学准教授) 

系統3. IRのための方法論
 3-1. IRのための統計学  調整中
 3-2. IRのための社会調査法 I  加藤　毅(筑波大学准教授)  
 3-3. IRのための社会調査法 II 加藤　毅(筑波大学准教授) 
 3-4. IRのための言語技術 I  加藤　毅(筑波大学准教授)  
 3-5. IRのための言語技術 II 加藤　毅(筑波大学准教授) 
 3-6. 自校情報の分析と活用  稲永由紀(筑波大学講師)

系統4. 経営改善とリーダーシップ
 4-1. 大学経営論  上杉道世(大正大学理事長特別補佐)
 4-2. 経営改善計画論 I  菊池裕明(日本私立学校振興・共済事業
  　　　　団私学経営情報センター長) 他
 4-3. 経営改善計画論 II 西井泰彦(私学高等教育研究所主幹) 他
 4-4. 経営再建計画論  山崎恭嗣(樫谷隆夫会計事務所) 
 4-5. 学校法人の意思決定と法規  村田善則(文部科学省 高等教育局私学部長)
 4-6. 組織行動とリーダーシップ  佐野享子(筑波大学准教授)

系統5. 人材育成と大学業務設計
 5-1. 大学経営人材育成論 I 上杉道世(大正大学理事長特別補佐)
 5-2. 大学経営人材育成論 II 加藤　毅(筑波大学准教授)
 5-3. 病院経営と医学教育  石野利和(筑波大学理事)

系統6. 大学マネジメント輪講
 6-1. 大学マネジメント輪講 I  加藤　毅(筑波大学准教授)

系統7. ビジネスサイエンスと社会
 オムニバス方式による開講
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平成29年度　大学マネジメントフィールド調査の記録

平成29年度第1回フィールド調査　　9月9日（土）　13時00分～16時00分
訪問先　アカデミーヒルズ（ 東京都港区六本木　六本木ヒルズ森タワー49Ｆ）
プログラム
　アカデミーヒルズ　会員制ライブラリー事業 小林麻実 六本木ライブラリー アドバイザー　
 会員制ライブラリー事業
 六本木ヒルズライブラリー施設見学
 質疑応答
　アカデミーヒルズの全体像と社会人スクール事業 熊田ふみ子 ライブラリー事務局課長
 アカデミーヒルズの全体像
 社会人対象のスクール事業
 質疑応答

平成29年度第2回フィールド調査　　10月9日（祝）　13時30分～18時00分
訪問先　千葉商科大学（千葉県市川市国府台）
プログラム
　千葉商科大学の概要と経営方針 原科幸彦学長
　千葉商科大学の取り組み  露崎洋法人事務局長・理事 東海林真巳総務部長
   入屋厚志教育研究支援部長 大場克美学務部長

 ①職員サポーター制度　　②就職支援　　③戦略広報
 ④事務局によるモニタリング制度　　　　⑤事務局人事制度改革
 ⑥将来構想と中期経営計画　　　　　　　⑦その他トピック

　質疑応答
　キャンパス見学
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